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ヒ　マ　ラ　ヤ　の花

ジユガール.ヒマールとランタン･ヒマールの放

ネパールの国花と云えは､それはシヤクナゲ(石楠花

)であろう｡と我々はよく話しあったo

ヒマラヤのシャクナゲの美しさと.菜晴しい却ま以前か

ら聞いていたし､又実際に見て､その豪華さには話し以

上と驚いたo

喬木性のものと経木とかおるが喬木性の大きなものは

高さ10教米もあり､幹の薗経60センチ位なのはざらで､

花の色も大きさも多種多様で､真紅､淡紅白､紫､讃､

と豊富で大木一杯(はい)に咲き乱れる様は壮観である

高度2.000メートル位から3,800メートル位の所まで順

次花を開いてゆく､其の種類は､仝ヒマラヤに700唾も

おると云う｡シャクナゲとは､幹の画経が尺に満たない

と云われる程､大きくならないので尺なしがなまってシ

ャクナゲと云うのだと護れかが云ったが､本当かどうか

ヒマラヤから焙って､武田久喜先生にそんな話しを思い

出して､ ヽ先生ヒマラヤのシャクナゲは､幹の太さ2尺

以上もあるヽと話したら､あゝあれは種類からかうとあ

っさり片付けられた○

大体私などは特に植物に弱く内地の高山植物でも何々

はっきりと種類と名称をいまだにつかめないでいる仕末

ヒマラヤの山旅中で色々な花と種類は見掛けたが決定的

な事は何も云えそうもない〇

位車上､カラースライドでは､目に付く花は先づ大部分

撮影し出来上って保存してあるが､未だ整理が済んでな

い｡次の機会には尋問の先生に見て頂くつもりで･･････

大町山岳博物館からの原稿注文はヒマラヤの花(仮題)

となっているし内容注意では其の他の輩も含む様なので

私の解釈で探査隊のコースと見聞記に加えて私の目に付

いた､ヒマラヤの花を加えて書かせていたゞき引受けた

責任をはだし震いと思います°

世界の山好きのだれでもがそうである簾に､私の夢も

ヒマラヤに通じていた｡そして同行3名､深田久弥､山

Il慎一郎､吉原和美の3氏も､何れおとらぬヒマラヤ病

患者であった｡

世界の屋根ヒマラヤ､永遠の白雪を頂いた蒼氷の軽々に

良い機会に出掛ける輩が出来た｡

1 958年3月2日､私等は神戸港を出発するo

目指す､シュガールビマールは､ネパールの首都カト

マンズの北方､中央ネパールの一角でキャラバン10日程

の所､チベットとの国境に連る､鋭い氷の美しい山々で

最高峰ビックホワイトピークは7.083メートル｡

風　　見　　武　　秀

比の地区で約1ケ月間雪の上の生活を続け､更に10日

のキャラバンでランタンとマールへ､ ･････････

そしてモンスーンのようやく訪れるカトマンズに帰っ

て来た｡前後4ケ月の旅で透る○

さて､我々のヒマラヤへの桓接の山脈はカトマンズで

の諸準備が済んでキャラバン出発から始まる○

悪熱帯のネパールのキャラバンがこんなにも暑いとは

棉塚も出来なかっか｡ ･･･　　　　そして､私たちが

ネパールのシャクナゲを始めて見たのはキャラバン7日

目だったか､チベット系部落のゴンパタン村近くの森の

中だと思った｡鮮かな真紅と淡紅色のもので見上げる様

な大木でめった｡第一印象はやはり強烈で其の真紅の色

と共にJhに残った｡

時期的には少し遅く散りかゝっていたが､ ･･･

そして更に注意して見ると白い小さな花が細かくゆれ

ていたし､シャクナゲの圧倒的なのと対象的に見える｡

標高2.000メートル近く､コースも森の中に入ると､冷

々として来て幾分暑熱は遠ざかったo

暗い森の中には白い洋間も時々現れ､休むきっかけを

作ってくれる｡

最奥の部落テンパタン村を過ぎるとジュガールヒマー

ルの雪山もますます近づいてくるが､森の中には白い花

杏-はい付け高さ5メートルも有る様な木が注憲をひく

そして太い幹に寄生して､ランの花が純白と淡紫の可れ

んな集りを見せて咲いている°

しかしなんと云ってもヒマラヤの花､南山植物の多い

のは､ベースキャンプ付近の高度4,000メートル近い台

地と草地である｡

我々のジュガールヒマールベースキャンプは4.100メ

ートル南向きの台地で4月下旬､春浅い時で雪が午後毎

日降ったが､其の雪の中から高山植物がいろいろと咲き

始め､約1ケ月程して引上げる頃には雪もすっかり消え

て書らんまで足の踏み場もない程が花咲き乱れていた｡

中尾さんの選定によるヒマラヤに咲く五名花と云う

と･･･-

シャクナゲ､コドノブシス､メコノブシス(青いケン)

サクラソウ､シャナンツスだそうで､この内シャクナ

ゲとサクラソウは実に種類が多い､比の付近に咲いてい

るすべての花が皆サクラソウの一種に見えた位で､色も

とりどりで､黄色花､青､白､桃色､紫など日も解かで

又その形も大､小､実に多い○
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丸くこんもりとした手まりサクラソウは､淡紫の花の集

団､黄色いものが多いが大小､幾種類か見られる｡

白を,iT劫､い満開の高時植物の草地に､腰を落して目の前

のヒマラヤの雪山を見ていると､ i｣｣を知り､永い間のヒ

マラヤへの夢が実現している｡現在の華鯖がしみじみと

味わえる｡

人が自然に求める､すべてがそこにあるo

青空と雪山と､花と･････,･･････

期待していたエーデルワイスの柑ま末だ時期が早い巌で

去年の枯残りが草地の中に見受けられシェルパの話しで

は8月頃のモンスーン時からだと云う｡

浅黄色の非常に美しい大輪の花と見えたので撮影後良

く見たら花でなくて新緑の?薬で花はこれからだと云う

色鰭かで雪の消えた掌理に点々と目だつものであった｡

5月下旬このベースキャンプを後に降りにかゝると急

斜面の草地には､水セン?那-せいに咲いていて､実に

美しい｡黄色く小さな竃金花の様な花もかたまって見え

るo

比のB､ C瞳下の急斜面を降り切るとぺムザールと呼

ばれる綺麗な草地に再び薗いたo

谷の奥にサンサンと太陽を受けて雪山が輝いているoこ

の場所だけが緑の草地に履けてお伽の国の原の様で大き

なサクラソウが-はい開ききって私たちの帰途をせい一

杯見送っているようだ｡

ナデシコに似た白い小さな花､淡紫のリンドウの様な

もの､この草地も注意して見ると幾種類もの南山箱物が

咲いているのだろうが､個々風景が大きいので雪山に注

目してしまって､足元の小さな目たたない佗までは届か

ない｡標高は3･400メrトルである｡

ラクタコーラの谷を､ 2日間降り､そしてパンチポカ

リへ2日間の急登行が続( ･･････

私たちのヒマラヤ道中での最も美しいシャクナゲの大

群渚は､ラクタコーラの谷を降る右手の尾根の中腹と､

パンチボカリへの尾根道と湖から降る中腹を巻(山道の

シヤクナナ称であった｡高度はいづれも3,700メートル

付近で時期的にシャクナゲの満開で半日も花のトンネル

を通過した｡薄赤く喝破の中腹が長くたなびく､聡め何

んだか解らなかったがそれが全都シャクナナの大群落と

知って鷲いた｡

パンチポカリとは5つの湖の意で比の付近の部落の人

々の黒地となっている｡

潮へ連する嘗枝道は急発行の連続で苦しかったが､白

淡梁､淡紅のシャクナゲが咲き乱れ幸い登りを楽しませ

てくれる｡振り返ると懐かしいシュガールビマールの山

々が深いパレビーコーラの谷を批て轟く蟹え､化を前景

にした雷同は､カメラの素晴しい対象になった0

4,000メートルの台地にある5つの湖､パンチ霊カリに

は反対側のボタン村から薬草探りの人々が泊りがけで来

ている｡その発動まピンズ一一やネパール語でゼトマス､

チベットやシェルパは､タンブーと呼びカトマンスに売

りに出すそうである｡

5つの湖は聖地と呼ぶにふさわしい美しい山上湖で三

万を若しⅢこ囲まれた｡楽園であったo

湖の辺りは湿地帯と草地でゆるやかな丘が続く､そし

て生000メートルの台地にはどこもきまった様に美しい

副腫物が咲き乱れている○シュガールビマールに見ら

れない別の種類のサクラソウも一面に淡紫の花を開いて

いる〇番金花､ハクサンイチゲ､イワッメクサの似たも

の.････-硬テントの付近には鳴き兎が駆け廻るo

ジュガールとマールを引上げる日から好天力騒いて一日

中美しい太陽が輝く｡

パンチポカリからの道は尾根の中腹をゆるやかに巻く

のでシャクナゲ林の中をあきる程歩いた｡

比の斜面には岩の間にイワカガミの大きい様なものだ

とか､ハクサンイチゲの白､イワッメタサの似たものな

どが､たくさんに咲いている｡とうも花の名前がぴった

りわからすにみんな似たものとか､ようなものになって

しまうo

昼食時は一面竃金花のような､黄色い小さな花が咲い

た草地で休み､いくつかの谷と尾根の向いにランタンヒ

マールの前山であろうか､雪山が見えて､すっかり落付

いてしまう°

ランタンとマールに入る峠道､ガンヂャヲ(醍)は標高

5.600メートル(インド測量局の地図によるうで峠への

道はすごく広くて大きな尾根の道で夏の放牧地が所々に

あるので一筋の細い道が延々と続いているo

刀/レカ(放牧小量)のある縁の草地はどこも南山植物が

咲き乱れ､この睦横道からはヒマラヤの山波が束に大き

く授けて雄大な風景と美しい花の中でヒマラヤワンダー

リングの喜びを満喫するo

ガンギャラ(峠)では我々のヒマラヤ展望の最後を飾

るにあり余る程の壮観な水理の降々を眺めたo

此の日峠をかなり降って再びカルカのある放牧地がギヤ

ムフ地になったが､次の朝佼明け方から白銀の隆々が輝

き出し､やカモ比の台地にも腸が差して見ると､付近は
一面のお柁畑で､ 〟アルプスの小女〝の舞台さながらと

話し合った､つ､しの群落も吹き出し白い花を開いた30

センチ椎の辞とも､ぎっしりと美しい､気分を良くして

いると､帖噛佃がこれ忠ペンペン葺だと言うので､と

だんに気分がこわれてガソカリする･･･.`"

ランクンJ)谷は広く､明るく緑印鑑れて仝ヒマラヤを

通じて最bI:-しい谷と表われている｡
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フカヤシオという

続驚謎撥言
ヤハズヒゴタイの高山型
顕花に単性､稀に双生､終
電は大型°
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花冠帯紫色

瀧端整識Ii三E7-61 1裂

スズカゼリともいう

鰭繍謙書籍｡花
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山　で　の　肺

昨年(晒和3時)の夏山合宿中に､部員の一人が急牲

肺炎に罷った｡日本では高山での肺炎は駆めて少いとい

ゎれており､その報告された例は全くない｡これは日本

の高山かたかたか3000n級でめること｡また発病した場

合でも､南山という環境のため(酸素不足､空気の乾燥

治癒の不完全さなど)病気が進み､死の転帰をとりやす

い｡このため.高山病､援労死などとして取り扱われた

のではなかううか｡最近では､今年の4月､南アの北岳

付近で不幸にして1人亡られている〇
一万､ヨーロッパやヒマラヤの高地などでは､時折み

られ､インドのアルパインクラブでは･ 6例の肺炎患者

のうち､ 5例が死亡したと報告されている｡

私達の場合は､幸いにして､多くの万々の御助力によ

り､後遺症もなく､完全に治ったo詳しくは､発病と治

癒の経過をまとめた｢事故報告｣ (千葉大学医学都山岳

部･学士山岳会　35年2月発行)を参照して戴きたいo

ここでは｢山での肺炎｣について.私達の経験を基に

して､気のついた点､注窟すべき点などを述べることに

する.山に登られる万々の何らかの資となれば幸いでぬ

るo
l

O

ます､大体の経過を追ってみよう｡

- 7月23日　前校新橋を発った一行7名は大町で下車し､

バスにて七倉へ｡期待していた軌道を利用することが出

来ず､濁小屋まで歩く(9.05) ｡烏帽子へのキャンプサ

ィトは18.30潜｡就床23.30o

7月24日　5.30起床｡本くもり｡快調のペースで野口

五郎岳へ向う｡ 10.30頃より降り出し､野口五郎の山頂

涯然たる風雨に会う(ll.30) o　余り激しい雨なので､

ビバーク(仮泊)を決めて､テントを撮る〇二三の部員

は多少寒げを感じ風邪薬を服む｡ 17.00頃より雨は止み

少し晴れ間をみる｡ (一過性の強雨と雲の変化より､前

線の通過とみられるo ) 20.15就床｡

7月25日　快晴｡ 4.10起床｡印ま昨硬から軽い頭痛で

よく脹れなかったという｡大丈夫だとのことで､薬をの

ませて出発する｡水晶の肩で昼食(ll.30) ｡ Tは食欲

はあまりなかった｡祖父岳の最后の登りでは､空身でも

パテ気味だった｡ 15.45雲ノ平着｡ここで槍ヶ岳班(一

行七名)と鎚､合流する｡ Tは全身の波労が強く､到窟

するなり､テントに入り浸る｡頭痛を訴え､熱が商い(

体温計はこの時なし) ｡解熱剤を注射し､残雪で頭を冷

す｡食欲は不振で､夕食はモモの缶詰1ケを食べたのみ

(以后､ 29日勤までは､口から食物は全く掠れなかった

炎
千葉大学医学部山岳部

) ｡硬は熱がかなり高く､咳が激しく続いた｡肺炎の徴

族を認めた｡以后､大町より医薬品が屈くまで(27日早

朝) ､主に手持ちの薬品(抗生物質､ピタカシ他)で手

当を続けた｡夜半より呼吸困難､意識不明となる｡脈博

は毎分1 00前后｡呼吸数40前后0

7月26日　での容態は依然として悪い｡停滞と決め､

三僕達華小屋より､千葉大学､槍の慈恵医大診薮所､大

町薯などと連絡をとる｡病人が出たことと､堅忍下山さ

せるためヘリコプターの依頼とである｡たまたま､雲ノ

平でキャンプ中の茂在先生(東邦大医学部内科)より診

断でいろいろと指示と手当をうげだ(8･40) ｡

期待されたヘリコプターによる救助が不可能になった

ため､小屋のポッカの人に頼み､至急伊態新道より大町

へ下山させることに決めた｡富を小屋へ運んだ時(18･

45) ､居合わせた亀谷先生(静岡)の診察をう打たo病

状が極めて悪化しているため､絶対安静にして､小屋で

手当することをすすめられる｡このため､下山の予定を

変更して部員が槍と湯俣-薬品をとりに行くで19･00)

7月27日　容熊最悪となった(脈博は衰え､呼吸困難

で､胸肉苦悶の状態) ｡亀谷先生よりあと数時間しか保

っまいと告げられる(2.30) ｡ 2.55　大町より医薬品が

溺候から上る｡すくに酸素吸入を始めたoやや危残を脱

して､持ち直す｡敏枝で付き添って看護に当った部員も

ほっとする°

以後､ 7月31日まで､医薬品は大町から数回にわたっ

て､運び上げた｡治療は近臨先生(槍診環所)の来診を

始め､主として､千葉から駆けつけたOB医療団が当っ

た0

7月31日　小康を得たではポッカに背負われて､伊藤

新道を下る｡大町を経て､無革に恕本の信州大学病院に

入院したo

O

肺炎は肺炎双球菌と呼ばれる細菌によって起る場合が

最も多い｡この蘭は僅瞭な人の口､鼻､ノドにもしばし

ば見出されるというから､菌が体内にいても､必ず病気

になるとは限らない｡そこで､この病気を起させる原因

は体力などに求められることも多いo例えば､この例な

ども､生乾きの衣服を窟て浸たため風邪をひいたこと･

前日の疲労などという誘因によって､体力が著しく弱っ

て発病したことは明らかである○

初めに表われた症状は頭痛である｡これにさらに､全

身波労(パテ気味) ､発熱が加わっている｡高山という

条件(とくに､酸素欠乏､空気の乾燥､気温の変化)が
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病状を促進したことは開運いない｡このため発翻､ら､

重症の呼吸困難､意識不明までの時間が極めて短かかっ

たといえる°

_椴の万々が肺炎の徴族として･発病をどうして知る

かo症状の1としでは発熱oます寒けがして急に体温が

上るoついでに申し添えておきますが､山へ登る時の医

薬品の中に体温計を1本しのばせて欲しいo　山行きで･

体が熱っぽい時にはぜひ計ってみて戴きたい○もし､体

温計のない場合はどうするか｡額に手をあて･それから

ぉもむろに脈拍を数えるとよい(大体､ 1c c体温が上

る毎に､毎分平均10脈拍が増すとみればよい) o肺炎の

場合は40o前後の高熱であるoこの例では脈拍は毎分100

そうすると大体40｡C前後であったわけだ｡ (経過の記

事参照) ○

次に呼吸困難｡今度は呼吸数を数えてみる｡多くは毎

分30-40といわれている｡重症になると唇が紫色になっ

たり､煩が蒼白になる｡

更に､せきとたん｡せきは激しく､苦しそうだoたん

ばさび色あるいはレンガ色と形容されているので､すく

ぉ分りになる｡注意すべきことぼたんがのどに引っかか

ることだo

以上が大体の徴膜であるが､この外､寒げとふるえの

直後から胸痛が現われることが多いo

最后に肺炎の対策について述べよう｡ます病気になら

ないようにするにはどうするかo先に述べたように､多

くの人々が自分の体の中に細菌(病気を起す原因の一つ

)を持っているということを心に銘記して下さいo私達

の場合もT君はかりでなく､他の部員でも条件が揃えば

罷る可能性もあったわけである｡体の条件(例えは風邪

気で山に行くことや､平地から急に高地に登ること､無

理な行程などで)が悪くなると､発病することは､肺炎

に限らない｡計､占された言葉たが､余力を持って山に

登るということは､この場合にも当てはまるo

次に､発涼したらどうするか○まず安静にすること○

患者の状態が良好ならば､下山させる○下山が無理な場

合は､安静にしておき､なるべく早く､地元に連絡して

医者の指示を受ける○この時､鯨こ述べた･憩者の脈拍

数､体温､呼吸数などを知らせると非常に良いoこの外

全身状態を含めて､色々な症状なども付け加える｡また

これらを引き続きメモしておくとよい｡ここで大切な問

題は､下山させるか､させないかという､病状の判断で

ぁる｡南山では病状の悪化が早いため､この点で苦労す

る｡私達の場合でも､手持ちの医薬品もすく途切れ､病

状の悪化により･下山の磯を逸したo幸いにも､電話連

絡がすぐつき､医薬品の補給が出来､剛ではます充分

の医師の治癒がきたが･ヘリコプターなどの利用で早急

に下山させ､平地の病院で手当を加えることが最上であ

ろうo

呼吸困難の場合はます酸素吸入を考えてほしい(吸入

器と酸素ボンベ) o熱があれは､抗生物質､サルファ剤

などを用いる○頭を冷すことは非常によい｡残雪や冷水

などをポリエチレンの袋に入れてつるすと､立派な水痘

である｡また､たんがあれば･ゴム管などを喉に入れ､

注射南で吸引したり､舌が､ノ下に落ち込まないよう工

夫する○その他､陶の痛みのある側に温湿布する｡また

当然であるが､テント内よりは山小屋がよいoさらに部

匿が乾燥しないように､湯気を立てられればよいo

O

以上｢山での騨炎｣について､私達の例と､一般的な

場合を述べた○なお･ ｢寧故報告｣の鞍部が多少ありま

すので､御希望の万はお申し出下さい｡千葉市矢作町

千葉大学医学部山岳部(文責清沢英夫)

･"/.I".I""I"".JWJJ"-I"-i"-I"-----"I-----"I-----I-I"------------"--"I""Ntr.

イハツバメ

長沢　修介

ッバメ科で､ツバメよりも小型のこの烏は舶三3即ヾ旬か

ら4月の始にツバメよりも一足柑=渡って来る｡屋がツ

バメの様な尾でなく角型なのと飛んでいる時に上底嵩の

白いのが目且つので普通のツバメとはすく区別がつくo

低山諸の上部から商亜苗の境地に営巣するのか本当であ

るが駅や人家の細こ集団営巣しているのを所't lニ見受け

る｡高い建物を好み長野駅､善光寺大門､松本一生浅間

温泉にも集団営巣が見られる｡当大町市内でも測こ多数

営巣していたが先年駅の改築以来駅附通の高い建物の軒

にを営巣している｡しかし軒先に集団営巣されると糞の

ため建物や軒が彊れるという理由かせっかく巣を作り

始めたものを硝三で洛しているのを見た｡近年烏の教が

年々減っている新､糞の受場所を作るとか何かの方法を

考えて営巣を保護してやりたいものである｡小谷里温泉

には彩しい教のこのほか集団営巣している旅館の南側の

軒という軸ま全部この蔦の巣で泥にうめられていたo
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岩石薄片のできるまで

岩　石　の　構

今まで　何回かにわたって､岩石の顕微鏡写真を上げ

て説明をしてきましたので､いろいろな岩石が､放大し

てみると､どんな特長をもっているかということを､大

体わかって頂けたと思います｡このように､岩石を薄く

すり減らして､顕微鏡で観察するという方法は､ 19世紐

にドイツで非常に発達し､顕微鏡学派といわれる学風を

作ったりしました｡日本は､明治初年に､他の全ての分

野と同じように､地質学や岩石学もドイツから主に学び

ましたので､顕微鏡で岩石をみる研究方法もすくに取入

れられ､一時は､顕微鏡の下で岩石の特徴を見わけて､

岩石に名前をつけたり分類したりすることがはやりまし

た､富士岩､ミハライト､サヌカイトなどという名前が

沢山でき､木崎岩､青木岩なども､その頃の名残りです

今はこのような名前は次第に使われなくなり､アルカリ

石英斑岩(木崎岩)というように､世界中どこにでも通

するような呼び万をされています｡

さて　岩石の薄片は､顕微鏡用のスライドガラスの上

に､ 0.03-2棚の厚さの､薄い岩石をはりつけてあるわ

けですが､これはどうやって作られるのでしょうか?

この薄片の作り方について書いてみましょう｡

(1)薄片にする岩石は､なるべく新鮮な部分を選んで

2.5×3cm位の大きさにハンマーで割る｡

(2)この岩石片を､ダイアモンドカッター(丸のこの

ふちにダイアモンドを腫えつけてあるのこぎりで､モー

ターで回す)で厚さ5億位に薄く切る｡ (カッターがな

い時は､すり減らして薄くする｡)

(3)この岩石の板を､鉄板上で､カーポランダム180

香(番号の数字の大きい藻とカーポランダムの艶ま細い

)で､片面を平らにする｡平らになったら､更にカーポ

ランダム700番で研磨し次にガラス抜上で､コランダム

9000-2000番で一層平らに睦き上げる｡

(4)こうして片面が磐き上ったら､この面をスライド

ガラスに､バルサムではりつけるo

この時には､岩石とガラス板の間のバルサムをできる

だけ薄くし､間に気泡が入らないように気をつけ､平ら

にはりつける｡ランプで熟しながら､バルサムの熔けて

いる間にはりつけるo

(5)このガラス板にはりつけられた岩石を今度は､裏

側からすり減らすo即ち､スライドガラスの万を上にし

て､岩石を鉄板に当て､カーポランダム180番を用い､

0.五両こまで減らすo　次に320番で0.07部位にし.更に

700番で0.05-0.04棚にする｡ (この位になると､石英

は薄費色にみえる)最後に注慧深くコランダム2000番で

造　太　田　昌　秀

0.03-0.02加こまで､ガラス板上ですり破らして仕上げ

る｡この間､何度も顕微鏡でのぞいて､鉱物の色の変っ

ていくのをみなから､厚さを測定し､平均して全体が薄

くなるように注意するo

(6)充分に薄くすりへらされた岩石片の上にバルサム

を焼いて､カバーガラスをはりつける｡この時も､バル

サムの冷えないうちに手早く､薄片とカバーガラスの間

のアワを追い出し､できるだけバルサムを薄くしてはり

つける○

(7)カバーガラスのふちにはみでたバルサムを削りと

り､アルコールに数分間つけて､表面に附着しているバ

ルサムを洗いとる｡

この薄片の両端にラベルをはりつけると､岩石薄片が

完成する｡

以上のように､文字で喜いたり､口でしゃべったりす

れば容易にできそうですが､実際には､あの固い岩石を

平らに平均に0.03-2競にまで薄くするのですから､か

なり熟練を要します｡尋問家でも､一日十横位が限度で

すo

岩石薄片は　ニコルのついた岩石顕微鏡という詩別の

顕微鏡で見ると良いのですが､これはどこにもあるもの

ではありませんoそこで､簡単にみるには､幻燈嶺のス

ライドを入れる部分に岩石薄片をはさんで.映写すると

良いのです｡ニコルは､写真用の反射よけニコルフィル

ターを二板岩石薄片の前後にはさんだら良いのです○

この次からは､大町的近にみられる岩石の顕微鏡でみた

様子を､写真について説明することにしましょうo

C北海道大学理学部地質学教室)
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学校集団登山を行うことは質政o修学旅行とおなじ

愚昧で子的こぼ有意義なことだと思う､とにかく学校

の先生方が責任をもって慎重に=旧し･また指導をさ

れるという点では､親としても安心して子煤を送りだ

すことができる°

ただし実行にさいしては､いろいろの困難が生する

と思う､たとえば子供の中に体力に問題がありそうな

はあい､天険いかんによって計画を延期すると山小屋

で文句をいうなどのことであるo

危険とみた子供はやめさせ､実行の延期､中止を適

当に判断されるという前掛こたってぜひやってもらい

たいo

一般的な注憲は､申しあ

Uるまでもないが､気のつ

いたことをひとつ､山小屋

全般についていいたいこと

ことoこの種の事故がおこったはあい教師の処置が常

識的でおったかぎり､教師を責めないことo PTAだ

の教育委員会などであまりうるさいことをいうなら止

めた万がよいだろう｡

一般集団劉｣については企画者の素性･能力､目的

を判断し参加することがのぞましいo実行すること自

体は結構だが､登山ブームの現状をみて､時と山とを

考えてもらうことも必要だろうo

(小林国夫　信州大学教授)

1.学校の集団とは学校が計画した能力別､体力別､学

年別等の集団を憲昧することであろうと思いますが当

然これは学校の都合によって

集団登山について思う　　このようにして行うよ｡方法

･一･･学校一般の集団登-･器器言霊髭;ヾ

だが､北アルプスでは1-2の山小屋をのぞいて食撃が

じつにわるい､現状ではカロリーも栄養も不足するし

第-にノドをとうらないといった万がよい｡山小屋の

食草だけにたよって歩いたら3日もすれば消滝がはげ

!しいだろう､要するに飯と味噌汁だけを小屋に頼み､

!副食物は原則的に持参した方がよいo食品は第-にノ

ドを通り､第二に消化がよいことが必要である〇

､遭難琴故のことが何といっても大きい問題だが､軽

さ鹸者･予察･充分な引率者数･天候･行程の判断とい
l

さ　ぅことをとっても不測.不可抗力の事故はありうるo
i

i

ミこの種の事故をなお懸念する親は子供を参加させない
し〟〝.'""J"I"JLNNNN"I"--"--"I"NJ〝"''JJ'""""I

博物館だより
八方山日帰り市民登山は去る7月17日､市民30余名が

参加して行なわれた､天気は上土､南山植物の咲き乱れ

る中で､眼前に迫る白馬三田を仰ぎながら､職員の説明

を田いた､又健脚組は雷極岳の頂上にたち､山の新鮮な

空気を満喫し､和気あいあいのうちに楽しい一日をすご

したo

山岳韓面とスライドの会は去る7月20日､ 200余名の市

民が参加して行なわれた｡オートスライドによる本館製

作のク針ノ木岳ク松本再製作〟アルプス銀座〃日本山岳

会製作〃ヒマルチュリ〃は暑中の市民会館内を凍風が吹

き込んだように､映画〃槍ガ岳〃他二滴では夏山の楽し

若細い　本紙の賠譲と希望の方は1カ年講読瀞17

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便警為､

郵便切手で憂寄集大町高､大町山岳博物館あてと

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

必要だと思いますo

一般募集の集団登山というものは余程聾成しなければ

統制もとれす責任の所在も判然としないというような

場合があって万一遭難とでもいうことになると困ると

思います〇第-体力､能力等の判定にも困ると思いま

す｡但しこれも目的によってはよいことであり又その

必要性も認めます､しかし一般募集というような方法

は従来凡そ営利的な面が多いと思います･そのような

集団登山は企画しない方がよいと思います｡

(平林武夫　大町山岳会畏)

さを充分味わった｡

山の自然穏学教室は例によって東京都内の中学生が20

0名余参加して7月23日より27日までの謂間行なわれる

これは北アルプス遵窪の八万山の自然に親しみ､自然

を理解するために毎年開かれているもので今年も日にや

けた元気な顔が楽しかった八万山の思い出を胸に東京に

帰るのか見られることだろう｡

七タ祭りは大町市の小､中学生を対象に8月7日の午后

一時から大町市民会館で開かれ､星のスライド､映画､

歌などによって楽しい七夕の日をすごそうというもので

すo

(山と博物館第5巻第7号1960年7月25日発行

発　行　所　長野県大町高TEL C大町)211
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